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マジカルコンパクトファースト SK-B

注
意

・	誤った使用方法でお子さまが傷を負う可能性がありますので、ご使用
の前に必ずこの取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。

・本書はいつでも見られる場所に大切に保管してください。
・本製品を他の方にお譲りになるときには、必ず本書もあわせてお渡
しください。

ヨコだっこ タテ対面だっこ タテ前向きだっこ おんぶ

子守帯を�年以上ご使用の場合、生地等の経年劣化によ�、本来の性能を果せず危険を招くおそれがあ���。
不測の事態に備えてご使用をお控えください。

品質保証書付

コンビ株式会社のホームページで、使いかたを動画で確認することができます。
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表示 表示の内容

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重
傷を負うおそれがある内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が傷を負ったり、
物的損害が想定される内容を示します。

安全上の注意
ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、使
用者およびお子さまへの危害や物的損害を未然に防止するためのも
のです。また注意事項は、危害や物的損害の大きさと危害の度合い
を示すもので、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内
容を「警告」「注意」の2つに区分しています。

いずれも安全に関�る重要な内容��の�、必ず
守ってください。

.枠（2〜�ページ）の中に具体的な注意内容が書かれています。

.記号は警告・注意をうながす内容があることをお���するものです。うながす内容があることをお���するものです。す内容があることをお���するものです。

注意

※.冬場など厚着をしますと、お子さまの体格によっては使用できなくなること
があります。お子さまの体格を考慮し、無理のない服装でご使用ください。

※.ヨコだっこ使用時のお子さまの身長は約6�cmまでが目安です。
※本製品における新生児とは、体重2.5kg 以上かつ在胎週数37週以上の
お子さまを示します。

このたびはニンナナンナ マジカルコンパクト��ー�トをお�い��ー�トをお�いをお�い
上げいただき、ありがとうございます。
この製品は、お子さまを「だっこ」や「おんぶ」して、外気浴、�い物
のときなどに使用するための1人用子守帯です。ご使用の前に、5
ページの「各部のなまえ」をご確認ください。

● 本製品本製品は、お子さまを「ヨコだっこ」「タテ対面だっこ」
　「タテ���だっこ」「���」「タテ���だっこ」「���」できます。

■ 使用�きるお子さ�の月齢について
. （お子さまの発育により、同じ月齢でも体格や体重には個人差があります）

ご使用の�に

安全に�使いいただくために

ヨコだっこ
7kgまで

13kgまで

13kgまで

15kgまで

新生児～
首すわり（7kg・4ヵ月ころ）まで

首すわり～
24ヵ月まで

首すわり～
24ヵ月まで

首すわり～
36ヵ月まで

タテ対面だっこ

タテ前向きだっこ

おんぶ

使いかたのスタイル
参考月齢

限度体重新生児
（0ヵ月）

首がすわる
（4ヵ月ころ）

腰がすわる
（7ヵ月ころ） 24ヵ月 36ヵ月
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【とめる】
ご使用の際は、以下のバックルを必ずとめてください。とめないで使用するとお子さまが落下するおそれがあります。

【調節する】
ご使用の際は、以下のベルトの長さを使用者の身体にあわせて必ず調節してください。お子さまと使用者の間にすき間がありすぎたり、
左右のベルトの長さが違うと、お子さまの予期せぬ動きに対応できず、落下するおそれがあります。

●ヨコだっこ�る時
・ヘッドサポートバックル�左右�バックル�左右��左右�
・ホールドバックル

●タテだっこ（対面�前向き）�る時
・ヘッドサポートバックル�左右��バックル�左右���左右��
・ワンタッチバックル
・ブリッジバックル

●おんぶ�る時
・ヘッドサポートバックル�左右�バックル�左右��左右�
・ブリッジバックル

●ヨコだっこ�る時
・わきベルト�左右��左右�左右��
・ホールドベルト

●タテだっこ（対面�前向き）�る時
・わきベルト�左右��左右�左右��

●おんぶ�る時
・わきベルト�左右��左右�左右��

ヘッドサポート
バックル

ブリッジ
バックル

ワンタッチ
バックル

わきベルト

ヘッドサポート
バックル

ホールドバックル

ヘッドサポート
バックル

ブリッジ
バックル

わきベルト

ホールドベルト
わきベルト
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次のようなお子さまには、ヨコ
だっこで使用しないでください。
お子さまの身体に思わぬ負担を
かけたり、傷害を負うおそれが
あります。
●体重7kg超のお子さま
●ヨコだっこシートのヘッドガー
ドから頭部が出てしまうお子
さま

●寝返りがで
きるお子
さま
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 警告

ヘッドサポートベルト

最短にする

首がすわっていないお子さま
に対しては、絶対にタテだっこ
やおんぶをしないでください。
お子さまの身体に思わぬ負
担をかけたり、傷害を負うお
それがあります。

タテだっこやおんぶの際、
必ずヨコだっこシートをは
ずしてください。
お子さまの頭部を圧迫す
るおそれがあります。

お子さまの乗せおろし
は、必ず安全な場所で
行ってください。
不安定な場所では、お
子さまが落下するおそ
れがあります。

使用中に走ったり、
飛び跳ねたり45°以
上の前かがみや横曲
げなどの無理な姿勢
はしないでください。
お子さまが落下する
おそれがあります。

だっこするときは、必
ず手で支えてくださ
い。
お子さまの予期せぬ動
きに対応できず、落下
するおそれがあります。

タテだっこやおんぶ
の際、ヘッドサポー
トを折って使うときに
は、お子さまの腕を
ヘッドサポートの上か
ら出さないでくださ
い。落下のおそれが
あります。

ヨコだっこするときは、お
子さまの頭部をお尻よりも
高い位置にし、必ず後頭
部を手で支えてください。
不安定な状態で抱くと、
お子さまの身体に思わぬ
負担をかけたり、傷害を
負うおそれがあります。

ヨコだっこ時は、左右
のヘッドサポートベル
トの長さを最短にして
お使いください。長い
とお子さまの頭部が
下がり、お子さまが落
下するおそれがありま
す。

お子さまの顔が使用
者の身体に密着す
る、あごが胸につく
ほど首が強く曲がる
など、気道をふさぐ
状態にならないよう
注意してください。

製品の改造や不当な修
理をしないでください。
思わぬ事故につながるる
おそれがあります。
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タテだっこやおんぶの際、
お子さまの肩がヘッドサ
ポートにあたってしまうとあたってしまうとたってしまうと
きには、必ずお子さまの位
置を調節してください。�1��
ページを���を���
あたったままたったまま
使用すると落
下のおそれが
あります。
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タテだっこやおんぶの際、
お子さまのわきの下が子守
帯のシートにあたってしまあたってしまたってしま
うときには、必ずお子さま
の位置を調節してください。
�1�ページを����ページを���を���
あたったまま使たったまま使
用するとお子さ
まの身体に思わ
ぬ負担をかけた
り、傷害を負う
おそれがありま
す。

 注意

製品のほつれ、傷、やぶ
れを見つけたとき、また
バックルなどの部品が
1ヵ所でも��したとき��したとき
には、すぐに使用を中止
してください。
そのまま使用すると、故
障や事故につながるおそ
れがあります。

お子さまをだっこ、ま
たはおんぶする以外の
目的では、使用しない
でください。��・故
障の原因になります。
※歩行時以外での使用
はできません。

授乳後約 30 分以
内や、連続 2時間
以上の使用はしな
いでください。
お子さまや使用者
に思わぬ負担をか
けるおそれがあり
ます。

使用者が痛みや不快
を感じたときは、使用
を中止してください。
特に、授乳期のお母
さまはクロ��タイ
ルでおんぶをしない
でください。
乳房を圧迫するおそ
れがあります。

製品を火の近くや屋外
に放置しないでくださ
い。
熱や雨水などでバック
ルや生地などが変質
し、事故につながるお
それがあります。

ヨコだっこやタ
テだっこの際、
足元が見えにく
くなる場合があ
りますので、歩
行には注意して
ください。

お子さまの様子を
ときどき確認して
ください。異常が
見られたときには、
すぐに使用をおや
めください。

はずした状態のバックル
の開口部に、お子さまが
指を入れないように注意
してください。すき間に指
が入って抜けなくなった
り、けがをするおそれがあ
ります。
製品を使用しないときは、
バックルをとめた状態で
保管してください。

毛羽立ちやすい
衣服など素材に
よっては、わき
ベルトの�チが
ひっかかる場合
があります。
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ベルト

ヘッドサポート

面ファスナー（メス）ワンタッチバックル

ベルトどめゴム

わきベルト

肩ベルト

シート部

ブリッジバックル（オス）

ブリッジベルト

ポケット

収納袋

ラダー

取り付けホック

ホールドバックル

ホールドベルト ラダーまとめ
カバー

面ファスナー
（オス）
※裏面に付属

カバーホック

ヘッドサポート
バックル

ヘッドサポート
カバーカバーホック

ブリッジバックル
（メス）

ヘッドガード

シート部

だっこやおん
ぶの際、収納
袋を小さくた
たんで入れて
おきます。

子守帯（本体）を収納します。
「くるくるコンパクト（収納機能）
の使いかた」6 ページをご覧く
ださい。

お子さまの位置（だっこの高さ）を調節
する際に、タオルなどを入れます。
使いかたは19ページをご覧ください。

※ブリッジバックル（オス・メス）
の色は、グレーです。

足ぐりベルト

アジャストループ

※使用者の身体にフィッ
トするよう、あらかじ
め半回転分ねじれてい
ます。

子守帯（本体） ヨコだっこ�ート

各部のなまえ
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ベルトどめゴム

ベルトどめゴムの使いかた

収納袋❶ ❷ ❸

わきベルト

肩ベルト

ひも

ヘッドサポート

くるくるコ�パクト（収納機能）の使いかた

❶収納�を取���、�ベルト、収納�を取���、�ベルト、
�きベルトを子守帯の�ート部
内側に折って�とめ��。

※ヘッドサポート側を手前にすると折りや
すくなります。

❷その��三つ折�に���。
❸収納�に入れ、ひもを引っぱ�
��。

わきベルトのあまりは折り返し、ベルトどあまりは折り返し、ベルトどりは折り返し、ベルトど
めゴムでまとめることができます。

子守帯�本体�のコンパクトな収納方法です。※ヨコだっこシートははずします。

ラダー�とめ��ーの使いかた��ーの使いかた（ヨコだっこ使用時）

便利な使いかた

6※ベルトなどがカバーか�出ていても、ご使用上、特に問題はありま�ん。

ラダーまとめカバー❶ ❷ ❸

ラダー

カバーホック

足ぐりベルト
わきベルトの
あまり

❶ラダーまとめカバーを上方に広げます。
❷ラダーまとめカバーの上に左右のラダーを下図のように置き、わきベルトをラ
ダーまとめカバー内に収まるようにたたみます。

❸ラダーとたたんだわきベルトのあまりをラダーまとめカバーでつつみ、カバー
ホックをとめます。�※足ぐりベルトは、まとめません。�
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各部の調節方法

�きベルトの長さを調節�る方法

● 短くするときは、わきベルトの
あまりを�っ�ります。りを�っ�ります。

ヘッドサポートベルトの長さを調節�る方法
● 短くするときはヘッドサポー
トバックルを立てて、ヘッドサバックルを立てて、ヘッドサを立てて、ヘッドサ
ポートベルトのあまりを�っ�あまりを�っ�りを�っ�
ります。

● 長くするときはヘッドサポート
バックルを立てて、ヘッドサを立てて、ヘッドサ
ポートベルトを�き戻します。

わきベルトラダー

肩ベルト

ヘッドサポート
ベルト

ヘッドサポート
バックル

ラダー

ヘッドサポートバックル

ヘッドサポート
ベルト

ヘッドサポートバックル

ヘッドサポート
ベルト

ヘッドサポートベルト

ヘッドサポートベルトのああ
まりは、�のようにシートのは、�のようにシートの
内側に収納できます。

● 長くするときはラダーを立て
て、わきベルトを�き戻します。
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�きベルトを調節
�るのは、このよ
うなとき��。
・お子さまの高さ調節。。
・使用者の身体にフィッ
トさ�る。
・ヨコだっこ時、お子さ
まを�い�ン�ルに調�い�ン�ルに調
節。

ヘッドサポートベル
トを調節�るのは、
このようなとき��。
・タテだっこやおんぶの
際、お子さまの頭まわ
りの寸法を調節する。

ヨコだっこ時は、左右のヘッドサポートベルトの長さを最短にしてお使いください。長いとお子さまの頭
部が下がり、お子さまが落下するおそれがあります。警

告

※わきベルトが�きにくいときは、
  図Aのようにラダーを立てて�いて
ください。

わきベルト

ラダー

わきベルト

ラダー

薄い生地、やわらかな生地など、衣服
の素材によっては、まれにラダーに
衣服が巻き込まれる場合があります。

注
意



ヨ
コ
だ
っ
こ

新
生
児（
0
ヵ
月
）〜
首
す
わ
り（
7
kg
・
4
ヵ
月
こ
ろ
）ま
で

肩ベルト

わきベルト

子守帯のシートの位置は、
使用者のおへそより上を
目安にしてください。

頭側を上にして
ください。

開封時はヨコだっこシートがセットされています
が、必ず下記のチェックポイントで各部の状態を
確認してください。

ヘッドサポート
バックル

最短にする

ヘッドサポートベルト

取り付けホック

ヘッドサポートベルト（左右）
の長さは最短になっていま
すか？

チェック　ポイント

取り付けホック（左右）は
とまっていますか？

ワンタッチバックルは
収納された状態ですか？

ヘッドサポートバックル（左右）
はとまっていますか？

※.確認後、ヘッドサポートベルトのあまりをシートの内あまりをシートの内りをシートの内
側に収納し、左右のカバーホックをとめてヘッドサ
ポートカバーを閉じてください。

ヨコだっこの準備

8

各部の状態を確認する

お子さまを乗せる前に、使用者の身体に肩ベルトがあうようにわきベルトの
長さをラダーで調節します。

左右の�ベルトを重ねて、
子守帯を�から�きへななめにか�るななめにか�るめにか�る

※.わきベルトはあ�かじめ半回転分ねじれています。
※.わきベルトを調節したあとは、あまったベルトや��ーを��ーまとめカバーの中にまとめ、カバーあまったベルトや��ーを��ーまとめカバーの中にまとめ、カバーったベルトや��ーを��ーまとめカバーの中にまとめ、カバー��ーまとめカバーの中にまとめ、カバーカバーの中にまとめ、カバーカバー
ホックをとめます。（「��ーまとめカバーの使いかた」6ページをご�ください。）��ーまとめカバーの使いかた」6ページをご�ください。）カバーの使いかた」6ページをご�ください。）

わ�ベルトの長さを調節する

良い�態�態

角度が�き、お子さまが��き、お子さまが�、お子さまが�
側へ寄ってしまいます。

長くする 短くする

お子さまが�側へ寄�ない�側へ寄�ない
よう、わきベルトを調節し、わきベルトを調節し
てください。

使用者の身体に近い方のわきベルトを短めに調節（10cm程度）
すると、お子さまをバ�ンスよくだっこできます。
※開封時は、わきベルトが左右同じ長さに�ットされています。、わきベルトが左右同じ長さに�ットされています。わきベルトが左右同じ長さに�ットされています。
必ずご使用の前に調節してください。

●���ルの調節���ルの調節の調節

悪い�態

●高さの調節
子守帯の位置が低いときは
わきベルトを短くします。します。

子守帯の位置が高いときは
わきベルトを長くします。長くします。
（7ページ参照）
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ヨコだっこ�ートにお子さ�
を乗せる

安全な場所に子守帯を広げ、ヨコ
だっこシートのホールドバックルを
はずしたあと、お子さまを寝か�ま
す。

お子さ�の両足を、左右の足
ぐ�ベルトに通�
足ぐりベルトを引っぱると内部のゴ
ムが伸び、足が通しやすくなります。

お子さ�の両腕を、�ベルト
とヘッドサポートの間に通�

ホールドベルトを締める

ホールドバックルを「カチッ」と音
がするまで差し込み、ホールドベル
トの長さを調節します。

ホールドバックルを確実にとめてくださ
い。とめないで使用すると、お子さまが
落下するおそれがあります。

警
告

ホールド
バックル

足ぐりベルトヘッドサポート

肩ベルト

わきベルト

ホールドベルト

ホールドバックル

左右のわきベルトが
お子さまの股の間
を通っていますか？

チェック　 ポイント

カチッ

お子さまの乗せおろしは必ず安全な場所
で行ってください。 不安定な場所では、
お子さまが落下するおそれがあります。

警
告

ヨコだっこで使うには ・左だっこ・右だっこ、どちらでもお使いいただけます。ここでは、左だっこで説明しています。

1 2 3

9

お子さまの腕や足は出さなくてや足は出さなくては出さなくて
も、ヨコだっこができます。



ヨ
コ
だ
っ
こ

新
生
児（
0
ヵ
月
）〜
首
す
わ
り（
7
kg
・
4
ヵ
月
こ
ろ
）ま
で

お子さ�をだっこ�る

左右の肩ベルトをあわ�、肩か�わ
きへななめにかけます。ななめにかけます。めにかけます。
上体を起こし、お子さまの頭部とお
尻の部分を手で支えます。

肩ベルト

4

10

ホールドベルトの調節方法 ※お子さまが�い�ン�ルになるよ�い�ン�ルになるよになるよ
う、わきベルトを調節してくださ
い。（7〜8ページ参照）7〜8ページ参照）8ページ参照）ページ参照）参照）

上記の内容を守らないと、身体を前に傾
けたときに使用者の身体から離れ、不安
定な状態になります。

注
意

● お子さまをヨコだっこするときは、図
のように必ず後頭部を手で支えてくだ
さい。

上記の内容を守らないと、お子さまの身
体に思わぬ負担をかけたり、傷害を負う
おそれがあります。

警
告

ホールドベルトの長さの目安

ホールドベルトの長さは、大人の指（第
2関節）が2〜3本入るく�いが目安
です。

ホールドバックル

 短くするとき

長くするとき



ヨ
コ
だ
っ
こ

新
生
児（
0
ヵ
月
）〜
首
す
わ
り（
7
kg
・
4
ヵ
月
こ
ろ
）ま
で

右記のチェックポイントを守らないと、のチェックポイントを守らないと、
お子さまが落下するおそれがあります。
また、お子さまの身体に思わぬ負担をか
けたり、傷害を負うおそれがあります。

警
告

左右のヘッドサポートベルト
の長さは、最短になっていま
すか？（7ページ参照）

お子さまの頭の位置は
お尻より高くなっていま
すか？ 90°以内

ホールドバックルは、確
実にとまっていますか？

お子さまの頭部を支えてい
る手の角度が、90°以内に
なっていますか？

チェック　 ポイント

ホールドベルトの長さは
調節していますか？
（10ページ参照）

ヨコだっこシートは良い
アングルになっています
か？（8ページ参照）

お子さまに肩ベルトがあ
たっていませんか？

装着の�態をチェック�る

鏡などに姿を映し、だっこの状態を
最適な状態にしてください。

5

肩ベルトがあたらないように、お子さま
の寝かせ位置を調節してください。

お子さ�に�ベルトがあたって��う場合には

肩ベルトがあたらないように、肩ベルトの長さを調節してください。

●内側のベルトがあたる場合は、外側のベ
ルトを長くしてください。

●外側のベルトがあたる場合は、内側のベ
ルトを長くしてください。

外側のベルト
を長くします。

内側のベルト
を長くします。

ヨコだっこで使うには

11



ヨ
コ
だ
っ
こ

新
生
児（
0
ヵ
月
）〜
首
す
わ
り（
7
kg
・
4
ヵ
月
こ
ろ
）ま
で

ヨコだっこのはず�かた
お子さ�を寝かせ、�ベルトを
はず�
お子さまを両手で支えなが�、安
全な場所に寝か�、使用者か�肩
ベルトをはずします。

ヨコだっこ�ートのはず�かた

左右のヘッドサポート��ー
を開き、取�付�ホック（左右
�ヵ所）をはず�

ラダー�とめ��ーの��ー��ーの��ー��ー
ホック（�ヵ所）をはず�

開封時はヨコだっこシートがセットされていますが、洗濯をするときやタテだっこ・おんぶ
をするときには、次のようにはずしてください。

カバーホック
ラダーまとめ
カバー

ヘッドサポート
カバー

取り付けホック

ヨコだっこ
シート

面ファスナー

肩ベルト

ホールドバックル

ホールド�ックルをはず�

�ート裏面の面ファスナーを
はず�、子守帯（本体）からヨ
コだっこ�ートをはず�

1

2

3

1 3

12

両腕と両足を子守帯から�い腕と両足を子守帯から�いと両足を子守帯から�い
たあと、お子さ�をお��

2



ヨ
コ
だ
っ
こ

新
生
児（
0
ヵ
月
）〜
首
す
わ
り（
7
kg
・
4
ヵ
月
こ
ろ
）ま
で

ヨコだっこ�ートの取�付�かたの取�付�かた取�付�かたかた

ヨコだっこシートを取り付けるときは、
取り付けホック、カバーホック、���カバーホック、���ホック、���
�ナーを確実にとめてください。使用中
にヨコだっこシートがはずれると、お子
さまが落下するおそれがあります。

警
告

ヨコだっこで使うには

ヘッドサポート
カバー

取り付けホック

ラダーまとめカバー

ヨコだっこ
シート

面ファスナー

321ヨコだっこ�ートの面ファスの面ファス
ナーを子守帯（本体）の面ファ子守帯（本体）の面ファの面ファ
スナーにとめ、ヨコだっこ�ー、ヨコだっこ�ー
トを取�付�る取�付�る

取�付�ホック（左右�ヵ所）
をとめ、左右のヘッドサポーとめ、左右のヘッドサポー左右のヘッドサポー
ト��ーを�じる�じる

13

ラダー�とめ��ーの��ー��ーの��ー��ー
ホック（�ヵ所）をとめるとめる
❶ラダーまとめカバーの上に左右の
ラダーを下図のように置き、わき
ベルトをラダーまとめカバー内に
収まるようにたたみます。

❷ラダーとたたんだわきベルトのあ
まりをラダーまとめカバーでつつ
み、カバーホックをとめます。

��※足ぐりベルトは、まとめません。�

ラダー

❶

❷

カバーホック

ラダーまとめカバー

わきベルトの
あまり

足ぐりベルト足ぐりベルト

※ベルトなどがカバーか�出ていても、
ご使用上、特に問題はありま�ん。



タ
テ
対
面
だ
っ
こ

首
す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
13 

kg（
２4
ヵ
月
）ま
で

タテ対面だっこ（子守帯にお子さまを乗せてからだっこす
る場合）では、シーンやニーズにあわせて装着方法を選ぶ
ことができます。

クイック装着 ⇨15〜17ページ
ワンタッチバックルをと
めるだけで、すばやく装
着することができます。

くぐるだけ装着 ⇨18ページ
後ろに手をまわさずに、
らくらく装着することが
できます。

左右のヘッドサポート�ックルがと�っている�ックルがと�っているがと�っている
ことを確認�、�ヵ所の��ーホックをとめ、
ヘッドサポート��ーを�じる

ブリッジベルトとブリッジ�ックル（�ス）を取
���

ワ�タッチ�ックルを取���

ヘッドサポート
バックル

※カバーホックは、同じ
　色同士をとめます。

ヘッドサポート
カバー カバー

ホック

ワンタッチバックル

ブリッジベルトブリッジバックル
（メス）ブリッジバックル（オス）

タテ対面だっこの準備

1
2
3

14

タテ対面だっこで使うにはで使うには
ヨコだっこシートをはずしてお使いください。をはずしてお使いください。
ヨコだっこシートのはずしかたは、12ページの「ヨコだっこシー
トのはずしかた」をご覧ください。

（子守帯に�子さまを乗せてからだっこする場合）



タ
テ
対
面
だ
っ
こ

首
す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
13 

kg（
２4
ヵ
月
）ま
で

・お子さまの乗せおろしは必ず安全な場
所で行ってください。不安定な場所で
は、お子さまが落下するおそれがあり
ます。

・	ブリッジバックルを確実にとめてくだバックルを確実にとめてくだ
さい。とめないで使用すると、お子さ
まが落下するおそれがあります。

お子さ�を子守帯に乗せ、図のように両足と両腕を通�

足ぐり
ベルト

肩ベルトヘッドサポート

お子さまの腕は、わきぐり
カーブの下のラインより上に
のせてください。

わきぐりカーブ

1

わきぐりカーブより下にお子さまの腕を
乗せて装着すると、お子さまのわきがうっ
血するおそれがあります。

注
意

警
告

タテ対面だっこで使うには	クイック装着	（子守帯に�子さまを乗せてからだっこする場合）
首の後ろ、または背中でワンタッチバックルをとめる装着方法です。

15

2�きベルトの長さを調節�る

お子さまを乗�る前に、使用者の身
体にあうようにわきベルトの長さを
調節しておきます。

「わきベルトの長さを調節する」7
ページをご�ください。

薄い生地、やわらかな生地など、衣服
の素材によっては、まれにラダーに、まれにラダーにまれにラダーに
衣服が巻き込まれる場合があります。巻き込まれる場合があります。込まれる場合があります。

注
意
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す
わ
り（（
4
ヵ
月
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ろ
）〜
13 

kg（
２4
ヵ
月
）ま
で

左右の�ベルトをか�、ワ�
タッチ�ックルをとめる

�のように左右のバックルを持ち、
前かがみになり首の後ろまたは�中または�中
でワンタッチバックルを「カチッ」と
音がするまで差し込みます。

ワンタッチバックル

カチッ

ブリッジ�ックルをとめる

「カチッ」と音がするまで差し込みま
す。

わきベルト

ブリッジバックル
ブリッジベルト

ブリッジバックル（オス）は
ブリッジベルトの中に入っ
ています。

左右のわきベルトがお子さまの
股の間を通っていますか？

チェック　 ポイント

カチッ

3 4

※ブリッジベルトは、通気性が確保されてい
るので、お子さまの呼吸には支障ありま�
ん。

16



タ
テ
対
面
だ
っ
こ

首
す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
13 

kg（
２4
ヵ
月
）ま
で

お子さまの肩がヘッドサ
ポートにあたっていませ
んか？（19ページ参照）

お子さまのわきの下が
シートにあたっていませ
んか？（19ページ参照）

●お子さまについて
お子さまの頭まわりを締
めつけすぎていません
か？（7ページ参照）

お子さまのももがシート
に圧迫されていません
か？（19ページ参照）

装着の�態をチェック�る

鏡などに姿を映し、だっこの状態を最適な状態にしてください。ください。さい。

わきベルト（左右）

ワンタッチバックル

ブリッジバックル

ヘッドサポート
バックル（左右）

●確実にとまっていますか？ ●使用者の身体にフィットす
　るように調節していますか？

チェック　 ポイント
ヘッドサポートを折って使うことも
�き��。

ヘッドサポートを外側に折り曲げる
と、首を支えつつお子さまの視界を広
げることができます。

5

ヘッドサポートを折り曲げないときはときはは
ヘッドサポートが、眠ってしまったお
子さまの頭をしっかり支えます。

※通気性が確保されているのでお子さ
まの呼吸には支障ありま�ん。

お子さまの頭で前方の視界がさまたげら
れないように調節してください。
また、足元が見えにくくなることがあり
ますので、歩行には注意してください。

注
意

警
告

チェックポイントを守らないと、
・	お子さまが落下するおそれがあります。
・お子さまが窒息したり、こすれや傷を
負うおそれがあります。

・お子さまのわきやももがうっ血するお
それがあります。

タテ対面だっこで使うには	クイック装着	（子守帯に�子さまを乗せてからだっこする場合）

17



タ
テ
対
面
だ
っ
こ

首
す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
13 

kg（
２4
ヵ
月
）ま
で

タテ対面だっこで使うには	くぐるだけ装着	（子守帯に�子さまを乗せてからだっこする場合）

使用者の身体にフィットさせる

わきベルトのあまりを左右同じ長さあまりを左右同じ長さりを左右同じ長さ
に調節します。
「わきベルトの長さを調節する」7
ページをご�ください。

お子さ�を子守帯に乗せ、両
足と両腕を通�

（15ページの手順2をご�ください。）

ブリッジ�ックルとワ�タッ
チ�ックルをとめる

1 3 4�ベルトの輪をくぐ�、�ベ
ルトを�にか�る

2

装着の�態をチェック�る

鏡などに姿を映し、だっこの状態を
最適な状態にしてください。
17ページの手順5「チ�ックポ�ンページの手順5「チ�ックポ�ンの手順5「チ�ックポ�ン
ト」をご�ください。をご�ください。

5
くぐりやすくするため、あらかじ
めわきベルトは長めに調節してお
きます。

ブリッジバックル

ワンタッチ
バックル

肩ベルト

わきベルト

先にワンタッチバックルをとめてから、肩ベルトの輪をくぐる装着方法です。

18

ブリッジバックルを確実にとめてくださバックルを確実にとめてくださ
い。とめないで使用すると、お子さまが
落下するおそれがあります。

警
告

薄い生地、やわらかな生地など、衣服の
素材によっては、まれにラダーに衣服が、まれにラダーに衣服がまれにラダーに衣服が
巻き込まれる場合があります。る場合があります。

注
意
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だ
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こ
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す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
13 

kg（
２4
ヵ
月
）ま
で

お子さまのお尻を
使用者側に引き寄せます。

シートを上方に
ひっぱります。

�子さまの位置（だっこの高さ）を調節する
●お子さ�の�がヘッドサポートにあ
たって��う場合には

シートのみを上方に�っ�り、お子さまの
お尻を使用者側に�き寄せてヘッドサポー
トとお子さまの肩のすきまを調節してくだ
さい。
※お子さまが成長し、お子さまの身体の位
置を調節しても肩があたる場合は使用を
やめてください。

※必要に応じてわきベルトの長さを調節し
てください。�7ページ���

●お子さ�の�きの下が子守帯の�ート
にあたって��った�、ももが圧迫さ
れる場合には

シートのみを下方に�っ�り、シートとお
子さまの身体のすきまを調節してくださ
い。
※必要に応じてわきベルトの長さを調節し
てください。�7ページ���

シートのみを
下方に引っぱり
ます。

お子さまのお尻を
持ち上げます。

タオルなどを入れます。

アジャストループ❶

❷

●調節�てもお子さ�が低い場合には

❶アジャ�トループにタオルなどを入れ
ます。

❷お子さまを図のように、タオルの入った
アジャ�トループより上に乗せ、お子さお子さ
まのお尻の高さを調節してください。してください。

19



タ
テ
対
面
だ
っ
こ

首
す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
13 

kg（
２4
ヵ
月
）ま
で

ワンタッチバックル

肩ベルト

カチッ

子守帯を取�付�る

肩ベルトを肩にかけ、首の後ろまた
は�中でワンタッチバックルを「カ
チッ」と音がするまで差し込みます。

1

タテ対面だっこで使うには（子守帯を取り付けてから�子さまをだっこする場合）

ワンタッチバックルがとめにくい
場合は、先にバックルをとめてか
�ベルトをくぐって腕を通し、子
守帯を取り付けることもできます。

片方の�ベルトをずら�2 お子さ�を子守帯に乗せ、両
足を通�
使用者が安全な場所に座った状態
で、お子さまを向かいあわ�に抱き
上げ、子守帯に乗�ます。お子さまの
足を左右の足ぐりベルトに通します。

3

お子さまの乗せおろしは必ず安全
な場所で行ってください。�他の人
に介添えをしていただくとより安
全です。�不安定な場所では、お子
さまが落下するおそれがあります。

警
告

わきベルト

肩ベルト

足ぐりベルト

20

●ヨコだっこシートをはずしてお使いください。ヨコだっこシートをはずしてお使いください。をはずしてお使いください。
�ヨコだっこシートのはずしかたは、12ページの「ヨコだっこシートのはずしかた」をご覧ください。
●ヘッドサポートベルトの調節のしかたは、7ページの「各部の調節方法」をご覧ください。ヘッドサポートベルトの調節のしかたは、7ページの「各部の調節方法」をご覧ください。、7ページの「各部の調節方法」をご覧ください。7ページの「各部の調節方法」をご覧ください。
●わきベルトを長めに調節しておくと、お子さまを乗せやすくなります。
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ろ
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13 

kg（
２4
ヵ
月
）ま
で

�ベルトを�にか�て、ヘッ
ドサポート�ックルをとめる�ックルをとめるをとめる

ず�していた肩ベルトを肩に戻し、
ヘッドサポートバックルをお子さま
の肩の上で「カチッ」と音がするま
でとめます。

※カバーホックをはずしたときは、
ヘッドサポートバックルをとめた
あとにとめてください。

4

ヘッドサポート
バックル肩ベルト

カチッ

ブリッジ�ックルをとめる

「カチッ」と音がするまで差し込み
ます。

5

ブリッジバックル

カチッ

左右の�きベルトの長さを調
節�、使用者の身体にフィッ
トさせる

わきベルトのあまりを左右同じ長さ
に調節します。（7ページ参照）

6

装着の�態をチェック�る

17ページの手順5「チ�ックポ�
ント」をご�ください。

7

タテ対面だっこで使うには（子守帯を取り付けてから�子さまをだっこする場合）

21

わきベルト

ブリッジバックルを確実にとめてくださバックルを確実にとめてくださ
い。とめないで使用すると、お子さまが
落下するおそれがあります。

警
告

薄い生地、やわらかな生地など、衣服の
素材によっては、まれにラダーに衣服が、まれにラダーに衣服がまれにラダーに衣服が
巻き込まれる場合があります。る場合があります。

注
意



タ
テ
対
面
だ
っ
こ

首
す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
13 

kg（
２4
ヵ
月
）ま
で

	 ワ�タッチ�ックルをはず�
て、�ベルトをはず�

. 安全な場所に座り、お子さまを
支えなが�、ワンタッチバック
ルをはずし、肩か�左右の肩ベ
ルトをはずします。

. ※.ワンタッチバックルをはずす
には、�のように差し込んだ
バックルの内側か�親指で外
側に押します。

ワンタッチバックル

肩ベルト

お子さ�を安全な場所へ寝か
せ、ブリッジ�ックルをはず�

ブリッジバックル

	 足と腕を子守帯から�き、お
子さ�をお��

. 足ぐりベルトを引っぱり、お子
さまの足を足ぐりベルトか�抜
きます。

. 腕も子守帯か�抜いて、抱き上
げます。

1 2 3
タテ対面だっこのはず�かた��

22



タ
テ
対
面
だ
っ
こ

首
す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
13 

kg（
２4
ヵ
月
）ま
で

タテ対面だっこのはず�かた��

	 ラダーを起こ�て左右の�き
ベルトを長く�、�ベルトを
ゆるめる

. お子さ�を安全な場所へ寝か
せ、�ベルトの輪をくぐ����ベルトの輪をくぐ���
�ベルトをはず�

	 ワ�タッチ�ックルとブリッ
ジ�ックルをはず�、お子さ、お子さ
�をお��

. 足ぐりベルトを引っぱり、お子
さまの足を足ぐりベルトか�抜
きます。

. 腕も子守帯か�抜いて、抱き上
げます。

1 2 3

わきベルト
ラダー

ラダー

肩ベルト

ブリッジバックル

ワンタッチ
バックル

タテ対面だっこで使うには

23



タ
テ
前
向
き
だ
っ
こ
首
す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
13 

kg（
２4
ヵ
月
）ま
で

ヘッドサポート
バックル

ヘッドサポート

肩ベルト

カチッ

足ぐりベルト

子守帯を取�付�る

「タテ対面だっこで使うには（子
守帯を取り付けてか�お子さま
をだっこする場合）」（20ページ）20ページ）ページ）
の手順 1、2をご�になり、子
守帯を取り付け、お子さまを乗
�る準備をしてください。

お子さ�を子守帯に乗せ、両
足を通�

使用者が安全な場所に座った状態座った状態状態
で、お子さまを前向きに抱きあげ、
子守帯に乗�ます。
お子さまの足を左右の足ぐりベルト
に通します。

タテ���だっこで使うには

1 2

お子さまの乗せおろしは必ず安全な場所
で行ってください。 不安定な場所では、
お子さまが落下するおそれがあります。

警
告

�ベルトを�にか�て、ヘッ
ドサポートを折�たたみ、ヘッ
ドサポート�ックルをとめる�ックルをとめるをとめる

ず�していた肩ベルトを肩に戻し、ヘッ
ドサポートを外側に折りたたみます。
お子さまの顔まわりを�めつけす�な�めつけす�なす�な
いようヘッドサポートベルトの長さを
調節してください。（7ページ参照）ページ参照）参照）
左右のヘッドサポートバックルを「カバックルを「カを「カ
チッ」と音がするまでとめます。

3

タテ前向きだっこでご使用の際は、必ず
ヘッドサポートを折りたたんでください。
お子さまの顔を圧迫し、傷害を負うおそさまの顔を圧迫し、傷害を負うおその顔を圧迫し、傷害を負うおそ
れがあります。

警
告

24



タ
テ
前
向
き
だ
っ
こ

首
す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
13 

kg（
２4
ヵ
月
）ま
で

ブリッジバックル

カチッ

ブリッジ�ックルをとめる

「カチッ」と音がするまで差し込みます。

わきベルトのあまりを左右同じ長さにあまりを左右同じ長さにりを左右同じ長さに
調節します。

4 装着の�態をチェック�る

鏡などに姿を映し、だっこの状態を最適な状態にしてください。5

ワンタッチバックル

ブリッジバックル

ヘッドサポート
バックル（左右）

わきベルト（左右）

●確実にとまっていますか？ ●使用者の身体にあわせて
　フィットするように調節していますか？

チェック　 ポイント

警
告

チェックポイントを守らないと、
・	お子さまが落下するおそれがあります。
・お子さまが窒息したり、こすれや傷を
負うおそれがあります。

・お子さまのわきやももがうっ血するお
それがあります。

タテ���だっこで使うには
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タ
テ
前
向
き
だ
っ
こ
首
す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
13 

kg（
２4
ヵ
月
）ま
で

タテ前向きだっこのはず�かた
「タテ前向きだっこ�使うには」の手順を逆に行ってください。（��� ��ページ手
順�→�→�）

1 ブリッジ�ックルをはず� （��ページ手順���）�ページ手順���）手順���）

2 左右のヘッドサポート�ックルをはず�、片方の�ベルトをはず��ックルをはず�、片方の�ベルトをはず�をはず�、片方の�ベルトをはず�
（��ページ手順���）�ページ手順���）手順���）

3 両足を子守帯から�き、お子さ�をお��（��ページ手順���）�ページ手順���）手順���）

お子さ�の口がヘッド
サポートにかかって�
�った�、�きの下が
�ートにあたって��
う場合には、��ペー�ペー
ジの方法を���、調の方法を���、調
節�てください。

ヘッドサポートが口にかかっていま�
んか？
あたっている場合は、お子さまの位置
を調節してください。

●お子さまについて

お子さまのわきの下がシートにあたっ
ていま�んか？

チェック  ポイ�ト
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お
ん
ぶ

首
す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
15 

kg（
36
ヵ
月
）ま
で

子守帯にお子さ�を乗せる

「タテ対面だっこで使うには（子守帯に
お子さまを乗�てか�だっこする場
合）」（15、16ページ）の手順1〜3、16ページ）の手順1〜3ページ）の手順1〜3〜3
をご�になり、子守帯にお子さまを乗
�てください。

お子さ�を背負う

お子さまを乗�て立ち上がるとき
は、肩ベルトの付け根部分をしっか
り持ってください。

※他の人に介添えしていただくと、
より安全です。

左右のわきベルトがお子さまの
股の間を通っていますか？

チェック　 ポイント

ブリッジバックル、ヘッドサポート
バックルはとまっていますか？

肩ベルトの
付け根部分を
持ってください。

 .

�きベルトを調節�、身体に
フィットさせる

わきベルトのあまりを左右同じ長さあまりを左右同じ長さりを左右同じ長さ
に調節します。

わきベルト

お子さまの乗せおろしは必ず安全な場所

で行ってください。不安定な場所では、

お子さまが落下するおそれがあります。
警
告

���で使うには

1 2 3

27

●ヨコだっこシートをはずしてお使いください。ヨコだっこシートをはずしてお使いください。をはずしてお使いください。
�ヨコだっこシートのはずしかたは、12ページの「ヨコだっこシートのはずしかた」をご覧ください。
●ヘッドサポートベルトの調節のしかたは、7ページの「各部の調節方法」をご覧ください。ヘッドサポートベルトの調節のしかたは、7ページの「各部の調節方法」をご覧ください。、7ページの「各部の調節方法」をご覧ください。7ページの「各部の調節方法」をご覧ください。

薄い生地、やわらかな生地など、衣服の
素材によっては、まれにラダーに衣服が、まれにラダーに衣服がまれにラダーに衣服が
巻き込まれる場合があります。込まれる場合があります。

注
意



お
ん
ぶ

首
す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
15 

kg（
36
ヵ
月
）ま
で

わきベルト（左右）

●使用者の身体にあわせて
フィットするように調節し
ていますか？

チェック　 ポイント

お子さまの肩がヘッドサ
ポートにあたっていませ
んか？（19ページ参照）
お子さまのわきの下が
シートにあたっていませ
んか？（19ページ参照）

●お子さまについて

お子さまのももがシート
に圧迫されていません
か？（19ページ参照）

お子さまの頭まわりを締
めつけすぎていません
か？（7ページ参照）

装着の�態をチェック�る

鏡などに姿を映し、おんぶの状態を最適な状態にしてください。

おんぶのときは、約�0分ごとにお子
さ�の様子を確認�てください。
おんぶしているときは、使用者か�お子さ
まが見えま�んので、特に低月齢のお子さ
まの場合は、約 30分ごとにお子さまをお
ろして様子を確認するように心がけてくだ
さい。

4
●お子さ�の�がヘッドサポートにあたっ
て��う場合には、��ページの方法を�ページの方法をの方法を
�考に調節�てください。

※ お子さまが成長し、お子さまの身体の位置
を調節しても肩があたる場合は使用をやめ
てください。

●お子さ�の�きの下が子守帯の�ートにあ
たって��った�、ももが圧迫される場合に
は、��ページの方法を�考に調節�てくだ�ページの方法を�考に調節�てくだの方法を�考に調節�てくだ
さい。

シートを上方に
ひっぱります。

お子さまのお尻を
使用者側に引き寄せます。

シートのみを下方に
引っぱります。

お子さまのお尻を
持ち上げます。

警
告

チェックポイントを守らないと、
・	お子さまが落下するおそれがあります。
・お子さまが窒息したり、こすれや傷を
負うおそれがあります。

・お子さまのわきやももがうっ血するお
それがあります。
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お
ん
ぶ

首
す
わ
り（（
4
ヵ
月
こ
ろ
）〜
15 

kg（
36
ヵ
月
）ま
で

おんぶのはず�かた

	 お子さ�を背中からお��
. ※他の人に介添えしていただくと

より安全に行えます。

※ クロ��タイルのおんぶの場合は、ワンタッチバックルをはずしてから行ってください。

肩ベルトの付け根部分を持ってください。 .

ブリッジバックル ブリッジベルト

	 お子さ�を安全な場所へ寝かせ、
ブリッジ�ックルをはず�

	

	 足と腕を子守帯から�き、お子
さ�をお��

. 足ぐりベルトを引っぱり、お子さまの
足を足ぐりベルトか�抜きます。

. 腕も子守帯か�抜いて、抱き上げます。

1 2

3

ヘッドサポートを折っ
て使うことも�き��。
ヘッドサポートを外側に折
りたた�と、首を支えつつおたた�と、首を支えつつお、首を支えつつお
子さまの視界を広げること
ができます。

ヘッドサポートを折りたたたた
まないときはヘッドサポーないときはヘッドサポーときはヘッドサポーはヘッドサポー
トが、眠ってしまったお子さ
まの頭をしっかり支えます。

※通気性が確保されている
のでお子さまの呼吸には
支障ありま�ん。

クロススタイル�おんぶ�る

わきベルトを伸ば
し、ワンタッチバッ
クルを胸の下の部
分でとめ、使用者
の身体にあわ�て
フィットさ�ると、
クロススタ�ルの
おんぶも可能です。

使用者が痛みや不快を感じたときは、使
用を中止してください。
特に、授乳期のお母さまはクロ��タイ
ルでおんぶをしないでください。乳房を
圧迫するおそれがあります。

注
意

ワンタッチ
バックル

���で使うには
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オ
プ
シ
ョ
ン

便利なオプション（別売り）
●清潔お着替えフィットカバー ●5ウェイ子守帯ケープ

頭の汗やよだれを吸収し、汚れたらはずして手軽に
洗濯できます。

※写真とは仕様やデザインが異なる場合があります。

ベビーカーにも使える5ウェイタイプ。
春・秋は風よけとして、寒い時期は防寒として、
活躍する便利なケープです。

弊社コンビショップ（http://shop.combi.co.jp）、またはお近くの店頭で購入することができます。

ベビーカーでの使用例
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お
手
入
れ

�手入れ

お子さまのよだれなどが生地に付きますと、生地がかたくなる場合
がありますのでその際には早めに洗濯してください。
かたくなった生地でお子さまの肌を傷つけるおそれがあります。

注
意

●.洗濯は水またはぬるま湯で押し洗いし、形を整えて日陰で平干しし
てください。

●.軽い汚れの場合は、湿��た布でたたいて落としてください。

●.色落ちすることがありますので、他の洗濯物とは別に洗ってくださ
い。また、つけ置き洗いも避けてください。

●.漂白剤、蛍光剤入りの洗剤は肌あれ・湿疹などの原因となりますので、
使用しないでください。

●.ヨコだっこシートは、面ファスナー（オス）が他の洗濯物を傷つけ
るおそれがありますので、別に洗ってください。

●.洗濯機、脱水機、乾燥機の使用はしないでください。バックルなど
の破損につながるおそれがあります。

●.洗濯表示、生地素材については、製品本体に縫製されております洗
濯�ベルをご参照ください。

日常のお手入れ

洗濯についてのご注意

本体のお手入れ 点検と�フターサービスについて

●.ご使用の際には、製品の�つれ、傷、やぶれ、バックルなど部品のご使用の際には、製品の�つれ、傷、やぶれ、バックルなど部品の
破損がないか、確認してください。

上記を1ヵ所でも見つけたときには、すぐに使用を中止してください。ときには、すぐに使用を中止してください。
そのまま使用すると、故障や事故につながるおそれがあります。注

意

●.製品の改造や不当な修理をしないでください。思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

●ご使用中に子守帯の破損、異常、やぶれ、�つれなどが発生した場
合や、部品の交換または修理が必要な箇所を発見した場合、ただち
に使用を中止して当社コンシューマープ�ザにご連絡ください。そ
のまま使用しますと、重大な事故につながるおそれがあります。お
問い合わ�の際は、収納袋内側の洗濯�ベル裏側をご�になって製
品名・ロットNo. をお���ください。

●..本製品の修理/部品販売の際は、まったく同じ部品がない場合があり、
色や仕様が若干異なることがありますので、あ�かじめご了承くだ
さい。製品使用上は差しつかえありま�ん。
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SGマークの被害者救済制度
SGマーク付き製品の欠陥により、人身被害が生じたと認められる
場合、製品安全協会が事故原因、被害の程度などに応じて、賠償措
置を実施する制度です。
子守帯の場合は、お�い���より����が��期�となります。の場合は、お�い���より����が��期�となります。����が��期�となります。���が��期�となります。

●賠償についてのご注意
認定された製品そのものが故障したとしても、その品質について保
証するものではありません。あくまでも傷害などの身体的な損害（人
的損害）について賠償する制度です。

●製品の欠陥により事故が起きた場合
損害を被った消費者（お子さまなどの場合は、保護者）が、事故発生
�から60���に下記までご連絡�います。�います。。

製品安全協会　	 東京都台東区竜泉2丁目20番 2号
	 ミサワホームズ三ノ輪	2階
	 TEL.（0�）5808-��00

●事故の��に�����の��に�����に�����
①	事故の原因となった製品�品製品�品�品
	 ・製品名称、�ット��.　�ット��.　　・購入先、購入�月�
②	事故発生の状況
	 ・事故発生�月�　・事故発生場所　・事故発生状況
③	被害の状況
	 ・被害者の氏名、�齢、性別、住所　　・被害の状況
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品質保証書
コンビ  子守帯

製品名 

お名前 

住　所 

店　名 

TEL

TEL

お買い上げ日 

年　　 月　　 日 

ロットNo.

（本体の収納袋用ポケット内側にある洗濯表示ラベル裏の番号） 

ご住所　〒 

修理メモ

本書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。お買い上げ
の日から下記期間中製品の故障が発生した場合は、本書をご提示の上、当社コン
シューマープラザ、または、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

保証規定

1.１度ご使用になった製品は、原則としてお取り替えできません。
2. 保証期間内（お買い上げ日より１年間）に正常な使用状態において、万一故障した
場合には無料で修理いたします。電話にてお問い合わせの上、当社コンシューマー
プラザにお送りください。

3. 保証期間内でも次のようなものは有料修理になります。
(a) プラスチック部品の自然劣化による変色。
(b) 縫製品の傷ややぶれ、変色。
(c) お客様の誤使用、または改造や不当な修理による故障及び損傷。
(d) 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変による故障及び損傷。
(e) 本書に製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは
字句を書き換えられた場合。

(f) 本書のご提示がない場合。
(g)一般家庭以外で、業務用やレンタル等でご使用され故障した場合。
(h) 有料修理の場合に要する運賃などの諸経費。

4.本書は日本国内においてのみ有効です。海外からの修理サービスは致しかねます。
5. 製造中止後の製品については必要部品の在庫がなくなった場合、修理できないこと
もあります。

●お買い上げ後、製品名、お買い上げ日、お客様名、販売店名をただちにご記入願います。
●万一故障が生じました場合は保証書をご提示ください。本書は再発行いたしません
ので、大切に保管してください。

●この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するも
のです。従ってこの保証書によって法律上の権利を制限するものではありませんの
で、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、当社コンシューマープラザ、
またはお買い上げの販売店にお問い合わせください。

●品質保証書にご記入いただいた個人情報は、故障・修理の確認、修理品の発送にのみ
利用いたします。それ以外の用途には利用いたしません。

保証期間 

お買い上げ日より1年間 
（ただし保証規定による）

お

客

様

販

売

店

33



MEMO



商品に関するお問い合わせ、部品購入、修理などのご相談は、コンシューマープラザにて対応いたします。

コンシューマープラザ（Customer Service Center）
受付時間：10 : 00～17 : 00（日祝日、年末年始を除く）
〒339-0025　埼玉県さいたま市岩槻区釣上新田271 TEL.(048) 797-1000　FAX.(048) 798-6109
部品販売（相談）窓口 /部品購入のお問い合わせとご注文 TEL.(048) 797-1001　FAX.(048) 798-6109
コンシューマープラザ（Customer Service Center）／西日本担当
受付時間：10 : 00～17 : 00（土日祝日、年末年始を除く）
〒540-0026　大阪府大阪市中央区内本町2-4-16 TEL.(06) 6942-0379　FAX.(06) 6942-0302
＊ホームページでのご案内　http://www.combi.co.jp/cp/ 142666020 12�6        12�612�6

コンビ製品＆子育て情報サイト「コンビタウン」に会員登録すると、便利でお得なサービスがいっぱいです！

【主�サービス特典】	 	 	 	 	 	
☆お得�情報が満載のメールマガジン	 	 	 	 	 	
アンケート募集の他、イベントやポイントプレゼントのお知らせ、お得なコンビ製品のセール情報などをメールマガジン
で会員の皆さまにお知らせします。
☆ポイントを貯めて、コンビミニでお買い物	 	 	 	 	 	
コンビ製品の所有品登録やアンケートの回答、コンテンツへの応募などでコンビタウンポイントが貯まります。
貯まったポイントはコンビミニのお買い物ポイントとして使用可能！１ポイント＝１円として使えます。	 	 	
※詳しくはＷｅｂサイトをご覧ください。	 	 	 	 	 	
●特典内容は変更されることがあります。ご了承ください。	 	 	 	 	 	
その他にも会員ならではの特典をご用意しております。
ご入会は「コンビタウン」Ｗｅｂサイトのトップページからお願いします。
アクセスはこちら　⇒　http://www.combibaby.com/	 	 	

コンビ製品をご購入いただいた方へ、知って得する情報です

コンビタウン 検索


